	テーマ
	講座№09056
講座名　「グループワークと集団精神療法」

	お勧め文
	　精神療法が今こそ必要とされている時代はないでしょう。精神療法（心理療法）には個人精神療法とグループで行うものがあります。ここには家族療法も入れることが出来るかも知れません。これらのものは相反するものではなく、むしろ車の両輪といえるでしょう。精神医療やメンタルヘルス活動を勧める上で、グループを扱うことは不可欠です。しかしグループを扱うには、それ独自の難しさがあります。グループ体験とは何か、どのようにグループを組織するのか、そこでどのようにグループを維持するのか、などはグループを始めるときに必要な基礎知識といえるでしょう。そのような基礎知識の習得を目指した実践的な講座です。

　小集団から大集団、言語グループからアクションメソッドまで、構成的グループからセルフヘルプグループへの関わり合い方まで、また思春期例から被害者支援まで、幅広くグループワークと集団精神療法の基本的知識と技法を揃えました。それぞれの集団精神療法とグループワークの専門家が、実践に役に立つ技術を伝え、またどのようにしたらグループの持つ力が引き出されるのか、をお話しします。安心できる、楽しいグループ作りに役に立ててください。
【北西　憲二　日本女子大学人間社会学部教授】

	開催場所・日・定員・受講料
	財団法人　明治安田こころの健康財団　財団8階講義室

金曜日（第8回めのみ木曜日）／定員45名／受講料　18,000円

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書

　　　　の順
	【日程および出講講師・講義テーマ】
第1回2010年1月22日「グループ体験とはーグループワークと集団精神療法　総論」
北西憲二：日本女子大学人間社会学部教授

主な著書　「我執の病理」白揚社　ほか
第2回2010年1月29日「グループにおける争いの対処　グループの基礎知識を考える」
袰岩秀章：日本女子大学カウンセリングセンター　専任研究員
主な著書「カウンセリングの基礎臨床の心理学を学ぶ」（共編著）北樹出版　ほか
第3回2010年2月5日「認知行動療法としてのSSTとグループワーク」
前田ケイ：ルーテル学院大学名誉教授

主な著書「ＳＳＴウォーミングアップ活動集」金剛出版　
第4回2010年2月12日「セルフヘルプグループの意義とその関わり方」
比嘉千賀：ひがメンタルクリニック院長

主な著書　「アルコール依存症」（共著）有斐閣　ほか

第5回2010年2月19日「加害者臨床とグループワーク　～被害者支援の立場から～」
信田さよ子：原宿カウンセリングセンター所長

主な著書　「アディクションアプローチ」医学書院　ほか
第6回2010年2月26日「サイコドラマとアクションメソッド」
増野肇：ルーテル学院大学社会福祉学科教授

主な著書　「サイコドラマのすすめ方」金剛出版　ほか
第７回2010年3月5日「構成的エンカウンターグループと思春期例」
鍋田恭孝：立教大学現代心理学部　教授

主な著書　「対人恐怖・醜形恐怖」金剛出版　ほか
第8回2010年3月11日　（この回のみ木曜日）「グループスタッフの心構え」　
鈴木純一：東京集団精神療法研究所
主な著書　「治療共同体を超えて」（単訳）岩崎学術出版　ほか
第9回2010年3月19日「グループの枠組みと構造を考える（まとめ）」
北西憲二：前掲


